
令和 4年 5月31日現在

人　口 世帯数
富谷市 52,318 20,050
大和町 28,195 12,212
大郷町 7,804 2,889
大衡村 5,618 2,105
計 93,935 37,256

令和 4年 5月31日現在

くろかわ

地域の人口・世帯数

令和４年７月１日発行　No.101

広
域

～ごみ処理施設見学～
　令和４年６月３日（金）　大衡小学校４年生
70名が校外学習で環境管理センター（ごみ処
理施設）を訪れ、環境を守るためにごみをど
のように処理しているのかを学びました。
（写真ではペットボトルのごみの出し方の説明を聞いています）



❖ 

令
和
４
年

第
３
回
臨
時
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
報
告

　

令
和
４
年
４
月
26
日
に
令
和

４
年
第
３
回
臨
時
会
が
招
集
さ

れ
、
理
事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た

全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

特
別
職
の
職

員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

消
防
救
助
工

作
車
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

　

令
和
４
年
４
月
１
日
付

け
で
前
黒
川
消
防
署
長　

跡
部
信
一（
あ
と
べ
し
ん

い
ち
）
が
昇
格
し
、
理
事

長
よ
り
消
防
本
部
消
防
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
消

防
本
部
と
な
る
よ
う
職
員

一
丸
と
な
っ
て
消
防
業
務

に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新
消
防
長
の

紹 

介
消防長　跡部　信一

　

加
藤
様
は
、
公
立
黒
川
病

院
外
来
食
堂
「
ひ
ま
わ
り
」

に
お
い
て
、
温
か
な
食
事
を

提
供
し
、
病
院
を
訪
れ
る
患

者
さ
ん
や
そ
の
家
族
、
職
員

の
心
身
を
癒
し
た
い
と
い
う

思
い
で
50
年
以
上
に
わ
た
り

続
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

令
和
４
年
３
月
31
日
を
も
って
、

外
来
食
堂
「
ひ
ま
わ
り
」
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
病
院
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
食
を
通
じ
地

域
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

公
立
黒
川
病
院
外
来
食
堂

「
ひ
ま
わ
り
」
代
表

加 

藤　

陽 

子 

様

令和５年度採用　職員採用試験のお知らせ
　職員採用試験（初級）を行います。受験申込書は令和４年７月１日（金）から黒川地域行政事務組合総
務課、黒川地域行政事務組合消防本部及び富谷消防署で配布いたします。

試 験 区 分 初級（高等学校卒業程度）
職種及び採用予定人員 消防職　　　若 干 名

受
験
資
格

消　 防　 職

①�平成11年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による高等学校
を卒業した方、または令和５年３月31日までに卒業見込みの方
②消防職員として職務遂行に必要な体力及び健康を有する方
③�普通自動車の運転免許を有する方、または採用時までに普通自動車の
運転免許を取得する見込みのある方
④採用された場合、消防本部の管轄区域内に居住できる方

受 付 期 間 令和４年７月１日（金）～令和４年８月４日（木）まで
＊平日午前８時30分～午後５時15分まで

第 一 次 試 験 日 令和４年９月18日（日）
試 験 会 場 TKPガーデンシティ仙台　AER21階

詳細はホームページをご覧になるか、直接お問い合わせください。
問い合わせ先　総務課　☎345-1541

左から鎌田助役、加藤様、浅野理事長

感
謝
状
贈
呈
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令和３年度　予算執行状況のお知らせ
令和４年３月末現在における令和３年度各種会計の予算執行状況は下記のとおりです。

組合では、これまでも効果的・効率的な予算執行に努めておりますが、今後も引き続き効率的な予算執行を行ってまいります。

一 般 会 計

特 別 会 計

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計

（歳　入）�　� （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 収　入　済　額 収　入　率

分 担 金 及 び 負 担 金 2,063,668 2,063,668 100.0%
使 用 料 及 び 手 数 料 14,936 15,900 106.5%
国 庫 支 出 金 15,138 0 0.0%
県 支 出 金 2,310 2,310 100.0%
財 産 収 入 17 34 200.0%
繰 入 金 16,696 16,696 100.0%
繰 越 金 13,574 13,575 100.0%
諸 収 入 15,256 17,708 116.1%
組 合 債 13,700 13,700 100.0%

合　　　計 2,155,295 2,143,591 99.5%

（歳　出）�　� （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額 執　行　率

議 　 会 　 費 2,457 2,323 94.5%
総 　 務 　 費 144,629 140,699 97.3%
民 　 生 　 費 80 53 66.3%
衛 　 生 　 費 541,569 387,018 71.5%
消 　 防 　 費 1,335,413 1,205,433 90.3%
教 　 育 　 費 419 416 99.3%
公 　 債 　 費 130,628 130,627 99.9%
予 　 備 　 費 100 0 0.0%

合　　　計 2,155,295 1,866,569 86.6%

介護認定審査会特別会計
（歳　入）�　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 10,025 10,025 100.0%
繰 越 金 944 944 100.0%
諸 収 入 12 15 125.0%
合　　　計 10,981 10,984 100.0%

（歳　出）�　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

介護認定審査会費 10,981 10,155 92.5%

� （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収益的
収　支

収入 198,247 201,496 101.6%
支出 926,856 923,191 99.6%

資本的
収　支

収入 419,328 419,328 100.0%
支出 419,328 419,327 99.9%

� （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収 益 的
収 支

収入 6,398 6,398 100.0%
支出 10,383 10,379 99.9%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳　入）�　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 925 925 100.0%
繰 越 金 31 32 103.2%
諸 収 入 1 0 0.0%
合　　　計 957 957 100.0%

（歳　出）�　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

障害支援区分認定審査会費 957 844 88.2%
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宮
城
県
消
防
学
校
に
お
い
て

県
内
11
の
消
防
本
部
が
参
加
し

ま
す
。

　

こ
の
指
導
会
は
救
助
隊
員
に

必
要
な
安
全
で
確
実
な
技
術
、

体
力
、
精
神
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
養
う
も
の
で
、
現
場
対
応

能
力
の
向
上
に
も
繋
が
る
も
の

で
す
。
指
導
会
当
日
ま
で
毎
日

欠
か
さ
ず
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

德
江
氏
は
、
昭
和
58
年
に
仙
台
北

部
で
発
生
し
た
二
市
三
町
に
ま
た
が

る
大
規
模
林
野
火
災
に
お
い
て
の
消

火
及
び
指
揮
活
動
や
、
平
成
23
年
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
指
令

課
長
と
し
て
各
自
治
体
と
の
連
絡
調

整
及
び
多
発
す
る
災
害
へ
の
出
動
指

揮
を
執
る
な
ど
、
消
防
職
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
危
険
業
務
に
従
事
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
「
瑞
宝
双
光
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

元 

消
防
司
令
長

　

德
江　

敏
秋 
様

（
大
和
町
在
住
）

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

令
和
４
年
４
月
29
日
発
令

◇
消
防
庁
長
官
か
ら

賞
状
授
与

　

令
和
３
年
７
月
に
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
開

催
消
防
特
別
警
戒
と
し
て
塩

釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
か
ら
応
援
要
請
を
受
け
、
応

援
隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

当
消
防
本
部
か
ら
の
派
遣
隊

数
は
延
べ
12
隊
、
派
遣
人
員
は

延
べ
48
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
活
動
に
対
し
、
消
防
庁
長
官

よ
り
賞
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
城
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会
団
体
２
チ
ー
ム

個
人　

１
人

出
場

令
和
４
年
７
月
５
日（
火
）

第38回
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①
家
族
み
ん
な
で
や
ろ
う
！

　
子
ど
も
だ
け
で
遊
ぶ
の
は
と
て

も
危
険
で
す
。
必
ず
大
人
の
方
と

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

②
必
ず
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
・
バ
ケ
ツ
に
水
を
た
め
る

　
・
終
わ
っ
た
ら
水
に
浸
け
る

　
・
一
晩
水
に
浸
け
る

処
理
方
法

　
水
に
浸
け
て
か
ら
可
燃
ご
み

　
未
使
用
の
花
火
の
場
合
、
最
低

で
も
一
日
以
上
水
に
浸
け
て
か
ら

処
分
す
る
。

③�

花
火
に
書
い
て
あ
る
使
用
方
法

を
必
ず
守
る
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
手
持
ち
花
火
は
人
に
向
け
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
周
り
に
燃

え
や
す
い
も
の
が
な
い
か
を
確
認

し
て
か
ら
や
り
ま
し
ょ
う
。

楽しい
花火の思い出

　
火
傷
や
火
事
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ふ
ざ
け
て
遊
ぶ
と

危
な
い
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④�

手
持
ち
の
筒
花
火
は
持
つ
位
置

に
注
意
！

　
手
持
ち
の
噴
き
出
し
も
の
は
、

底
を
握
ら
ず
、
筒
の
中
程
よ
り
少

し
下
を
持
ち
、
体
か
ら
離
し
て
使

用
す
る
と
安
全
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
が
や
る
と
き
は
大
人
も
い
っ

し
ょ
に
持
ち
、
落
と
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

花
火
の
点
火
時
に
気
を
つ
け

て
！

　
花
火
を
点
火
す
る
と
き
は
ロ
ー

ソ
ク
か
付
属
の
点
火
用
線
香
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
使
っ
て

点
火
し
て
し
ま
う
と
火
傷
を
負
う

こ
と
が
あ
る
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑥
正
し
い
保
管
方
法

　
・
火
の
気
が
な
い
と
こ
ろ

　
・
湿
気
が
少
な
い
と
こ
ろ

　
・
暗
く
涼
し
い
と
こ
ろ

　
開
封
し
た
花
火
を
保
管
す
る
時

は
、
乾
燥
剤
と
一
緒
に
新
聞
紙
で

包
む
と
長
持
ち
し
ま
す
が
、
購
入

し
た
花
火
は
当
日
中
に
使
い
切
り

楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
残
し
ま

し
ょ
う
。

水の事故に注意！
日常生活

家 の 中
・�水の入っている浴槽、洗濯機、洗面台、
洋式トイレなど
・ビニールプール、庭の池など

暑くなると好奇心と行動力が
いっぱいな子どもの水による
事故が増加します。
周囲の大人が気を
配り予防しましょ
う。家の周囲

・�砂利や砂をとったあとの水たまり
・柵や囲いのないため池
・柵や欄干の低い用水路、川

アウトドアでのレジャー

ボート
ヨット
など

・救命胴衣を必ず身に付ける
・�天候が悪い時や、波や風が強い時には
乗らない
・�足元の危険な場所で乗り降りしない

水の事故で最も多いのが、子
どもたちだけでの海や川、池
での水遊びによるものです。
ルールを守って行いましょう。
また、子どもたち
だけで遊ばせず、
目を離さないよう
にしましょう。

釣り
キャンプ
など

・�磯釣りは高波と足場に注意し、必ず救
命胴衣を身に付ける
・�河川の釣りは滑りやすいので、足元に
注意する
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　令和３年度事業において黒川消防署大衡出張所に連絡車１台と高規格救急車１台の計
２台、更に大郷出張所にも同じモデルの連絡車１台を更新配備し運用しております。
　連絡車については、フルタイム四輪駆動のＳＵＶ車であり、狭い道路や悪路走行に適
している車両のため、山岳地帯などの消防車では近づけない場所での災害における初期
情報収集活動や、人員輸送に対応できる車両となっております。コンパクトサイズです
が、ハッチバック内は十分な資機材を積むことができ、山火事等における資材搬送も可
能です。

消 防 車 両 運 用 開 始

　

７
月
か
ら
10
月
は
ハ
チ
が
攻
撃

的
に
な
る
時
期
で
、
刺
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
死
亡
例
は
毎
年
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
重
篤
化
す
る
こ
と
も

あ
る
為
、
予
防
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。　

〇
明
る
い
色
の
服
を
着
る

　

ハ
チ
は
黒
い
も
の
に
対
し
て
攻

撃
的
に
な
る
一
方
、
白
や
黄
色
な

ど
へ
の
反
応
は
鈍
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

〇
に
お
い
に
注
意

　

ハ
チ
は
化
粧
品
や
香
水
、
清
涼

飲
料
水
な
ど
の
に
お
い
に
引
き
寄

せ
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

〇
刺
激
し
な
い

　

手
で
振
り
払
う
な
ど
の
動
き
は

ハ
チ
の
攻
撃
行
動
を
増
す
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
ハ
チ
を
見
か
け
た
時

は
刺
激
せ
ず
に
低
い
姿
勢
に
な
り
、

飛
び
去
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

し
つ
こ
く
周
囲
を
飛
び
回
っ
た
り
、

カ
チ
カ
チ
と
い
う
警
告
音
を
出
し

て
い
る
場
合
は
近
く
に
巣
が
あ
る

可
能
性
が
高
い
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　

ハ
チ
刺
さ
れ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、

じ
ん
ま
し
ん
の
様
な
皮
膚
症
状
や

発
汗
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
腹
痛
等

の
全
身
症
状
が
出
て
い
る
場
合
、

血
圧
の
低
下
や
呼
吸
困
難
を
き
た

す
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

と
い
う
危
険
な
状
態
に
至
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
１
１
９

番
通
報
を
し
て
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
と
し
て
は
、
刺
さ
れ

た
部
分
の
毒
を
指
で
し
ぼ
り
な
が

ら
流
水
す
る
こ
と
で
、
症
状
を
軽

減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
症
状
が
刺
さ
れ
た

部
位
だ
け
に
限
定
し
て
い
て
も
、

安
静
に
し
つ

つ
念
の
た
め

医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ

と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

ハ
チ
刺
さ
れ
に
注
意

高規格救急車連絡車
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マルチリンガル

救命講習のご案内

Multilingual 119
を導入しています

®

　当消防本部では、外国語による119番通報を受けた場合、言
語の支障がないよう円滑に対応するため、電話による通訳を介
した３者間での通訳及び現場対応時において、電話を交互に受
け渡し、電話通訳を依頼する多言語対応サービスを導入して
います。（マルチリンガル119®は株式会社ビーボーンの登録
商標です。）

詳しくは消防本部ホームページをご覧ください。
（https://www.kurogyou.jp/fdk-119）

対応言語
（21言語）

英語
中国語
韓国語
ポルトガル語
スペイン語
タイ語
ベトナム語
タガログ語
インドネシア語
ネパール語
ドイツ語
フランス語
イタリア語
ロシア語
マレー語
ミャンマー語
クメール語
モンゴル語
シンハラ語
ヒンディー語
ベンガル語

一般公募の普通救命講習会予定
年月日 場　所 時間等　　　　　　　

令和４年７月20日（水） 大衡出張所
午後６時30分から９時30分まで

（３時間講習）令和４年８月24日（水） 黒川消防署
令和４年９月21日（水） 大郷出張所

申し込み先　消防本部警防課救急係　☎345−6888

119番通報時

現場対応時

消防本部指令課

外国の方（通報者）

外国の方　消防署員

多言語通訳センター

外国人と消防署員が
交代しながら通訳実施

多言語通訳センター

通訳依頼

内容伝達

通訳対応

119番
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事業系（t） 家庭系（t） 災害ごみ（t） 人口（人）

5,175 5,725

9,919 9,958

1,072

5,819

10,266

1,507 2

42,710 42,350 42,020

5,387

9,872

42,548

平成29年度 平成30年度 令和２年度

5,922

10,066

41,669

令和３年度令和元年度
0
人口
（人）

搬入量
（ｔ）

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

50,000

45,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

� ［単位：ｔ］
一般ごみ 災害ごみ※ 総合計事業系 家庭系 合計

大和町 3,522（3,788） 6,971（� 7,178） 10,493（10,966） 1（ 68） 10,494（11,034）
大郷町 1,072（ 772） 1,778（� 1,753） 2,850（� 2,525） 1（1,415） 2,851（� 3,940）
大衡村 1,328（1,259） 1,317（� 1,335） 2,645（� 2,594） 0（ 24） 2,645（� 2,618）
合計 5,922（5,819） 10,066（10,266） 15,988（16,085） 2（1,507） 15,990（17,592）

※令和４年３月16日発生福島県沖地震によるもの� （　）内は前年度
※前年度分については令和元年台風第19号によるもの

� ［単位：ｇ］

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
実績

令和５年度
目標 達成度

１人１日あたり
事業ごみ量 332 347 369 379 389 315 81.0%

１人１日あたり
家庭ごみ量 636 636 642 669 662 609 92.0%

１人１日あたりごみ量 968 983 1,011 1,048 1,051 924 87.9％
※１人１日あたりごみ量における達成度については、災害ごみを除いています。

表２ 年度別ごみ搬入状況

表３ 目標達成度

表１ 町村別ごみ搬入内訳

令和３年度
ごみ搬入状況及びごみ減量目標達成度

　令和３年度に環境管理センターへ搬入されたごみの量は、15,990t
で、内訳は表１のとおりとなっており、前年度と比較すると9.1%減少
しています。
　組合では、ごみの減量化を推進する上で、富谷市を除いた「黒川地域
循環型社会形成推進地域計画」において、国・県の方針や地域特性を考
慮して算出した、ごみ減量目標値を定めています。その達成状況につい
ては、87.9%となっており、詳細については表３のとおりでさらなる
減量化への取り組みが求められています。
　ごみの減量は、資源の有効活用・温暖化ガスの削減などの環境への負
荷の少ない健全な経済の発展においても必要ですので、目標達成に向け
てさらなる分別の徹底を実践していただき、ごみ減量へのご協力をお願
いします。　� 問い合わせ先　環境管理センター　☎342-2218

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
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（単位：Bq/kg）
採取年月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計
令和 4年 3月 不検出 33 33
令和 4年 4月 不検出 56 56
令和 4年 5月 不検出 90 90

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

　プラスチック製容器包装に医療用注射針やペン型自己注射針が混入して
いると収集作業や環境管理センターでの選別作業時に針刺し等による感染
症などの危険が生じる可能性があります。
　また、近年では、新型コロナウイルス抗体検査キットの混入も見受けら
れます。在宅医療廃棄物の取扱を再度ご確認いただき、適切なごみの分別
と出し方にご協力をお願いします。

家
庭
か
ら
出
る
在
宅
医
療
廃
棄
物
の
分
け
方
・
出
し
方

種　類 出し方

・医療用注射針、点滴針
医療機関へ
　安全のため、紙パックやペットボトルに
入れ、口をしっかり封じて返却してください。

・ペン型自己注射針
・�新型コロナウイルス抗体
検査キット
・バッグ類
・チューブ類
・カテーテル類
・ガーゼ類
・脱脂綿類

燃えるごみへ
①�名前が見えるものなどは新聞紙などで包
み、小さなポリ袋に入れてください。
②�ポリ袋は空気を抜き液漏れのないように
口をしっかり封じてください。
③�そのポリ袋を燃えるごみの指定袋にいれ
てごみステーションへ出してください。

新型コロナウイルス抗体検査キットペン型自己注射針

実際にプラスチック製容器包装に混入していたもの
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お知らせ

公
立
黒
川
病
院

　

皆
さ
ま
、
コ
ロ
ナ
禍
が
全
く
落
ち

着
く
気
配
の
無
い
中
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
息
苦
し
く
て
、
人

と
の
交
流
も
少
な
く
て
寂
し
い
気
持

ち
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ト
レ

ス
」
を
強
く
感
じ
て
い
る
方
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
、
老
若

男
女
問
わ
ず
、
体
や
心
の
不
調
を
訴

え
る
人
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
病
気
の
中
で

も
、
お
腹
の
症
状
を
き
た
す
病
気
の

一
つ
に
、
過
敏
性
腸
症
候
群
（
か
び

ん
せ
い
ち
ょ
う
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
下
痢
や

便
秘
に
な
っ
て
お
腹
も
痛
い
、
と
い

う
苦
し
い
病
気
で
す
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
で
憂
う
つ
な
気
持
ち
に
追
い
打

ち
が
か
け
ら
れ
て
、
重
症
に
な
る
と

う
つ
病
に
な
っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
腸
と
脳
が
強
く
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
を
脳
腸
相
関
（
の
う

ち
ょ
う
そ
う
か
ん
）
と
呼
び
ま
す
。 

気
分
な
ど
脳
の
問
題
が
悪
く
な
る
と

お
腹
の
調
子
も
悪
く
な
り
、
お
腹
の

調
子
が
悪
く
な
る
と
気
分
的
に
も
落

ち
込
ん
で
い
く
、
と
い
う
悪
循
環
が

と
て
も
厄
介
で
す
。

　

脳
腸
相
関
に
よ
る
病
気
の
原
因
と

し
て
、「
生
物
的

−

心
理
的

−

社
会

的
モ
デ
ル
」
と
い
う
も
の
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
生
物
的
」
と
は
簡
単

に
言
う
と
遺
伝
な
ど
で
す
。
親
の
体

質
を
受
け
継
い
だ
～
と
言
っ
た
り
し

ま
す
ね
。「
心
理
的
」
と
は
う
つ
状

態
や
不
安
な
ど
心
の
状
態
の
こ
と
で

す
。「
社
会
的
」
と
は
仕
事
や
教
育

な
ど
、
人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
立
場
が

あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
3
つ
が
関
連
し

合
っ
て
、
病
気
を
作
り
出
す
の
で
は

な
い
か
、
と
多
く
の
研
究
者
、
臨
床

医
が
考
え
て
い
ま
す
。

　

治
療
で
す
が
、
お
薬
に
よ
る
治
療

や
、
認
知
行
動
療
法
・
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
と
い
っ
た
心
理
療
法
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
、

な
ん
と
か
悪
循
環
を
好
循
環
に
変
更

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
な
か
な

か
難
し
い
で
す
が
、
多
く
の
成
果
が

出
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
良
い
治
療

が
出
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
分
野
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
お
腹
の
調
子
は
悪

い
し
、
や
る
気
も
出
て
こ
な
い
し
、

な
ん
か
お
か
し
い
な
あ
と
感
じ
た
ら

過
敏
性
腸
症
候
群
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

困
っ
た
な
あ
と
感
じ
た
ら
、
か
か
り

つ
け
医
や
近
く
の
医
師
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

平日　午前８：00～午後５：00
土曜　午前８：30～午後０：30

※急患については、この限りではございません。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、正面玄関の開錠時間を下記のとおりと
させていただいております。ご理解とご協力をお願いいたします。

 ［正面玄関の開錠時間について］

※�入院患者さんへのご面会につきまし
ては、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、引き続き一律禁止さ
せていただいております。

問い合わせ先　公立黒川病院　☎345−3101

過
敏
性
腸
症
候
群
っ
て

　

聞
い
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？内科科長

森下　　城
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以
前
、
こ
ち
ら
の
コ
ラ
ム
で
転
倒

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
内
因
性

（
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
な
ど

が
原
因
）
と
外
因
性
（
家
屋
環
境
な

ど
が
原
因
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、

内
因
性
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
外
因
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

転
倒
場
所
の
多
く
は
屋
内
で
起
き

て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
の

居
間
や
寝
室
な
ど
の
一
番
身
近
な
場

所
で
起
き
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
、

敷
居
や
め
く
れ
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
つ

ま
づ
い
た
り
電
気
コ
ー
ド
に
引
っ
掛

か
る
と
い
っ
た
こ
と
や
、
床
に
放
置

し
た
新
聞
や
雑
誌
、
座
布
団
な
ど
で

足
が
滑
っ
て
転
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
暗
い
場
所
で
は
周
り
の
物
や

足
も
と
が
見
え
に
く
く
、
視
野
も
狭

ま
る
た
め
、
物
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
つ

ま
づ
い
て
転
倒
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
履
物
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
り
、

ス
リ
ッ
パ
は
滑
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
性
を
回
避
す
る
た

め
に
、
簡
単
に
で
き
る
対
策
を
紹
介

し
ま
す
。
普
段
使
用
す
る
部
屋
の
床

に
物
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
端
な
ど
は
テ
ー

プ
な
ど
で
固
定
し
ま
す
。
小
さ
な
段

差
や
敷
居
は
段
差
予
防
の
ス
ロ
ー
プ

を
付
け
た
り
、
手
す
り
を
取
り
付
け

ま
す
。
電
気
コ
ー
ド
の
配
置
は
歩
く

動
線
を
避
け
、
コ
ー
ド
を
ま
と
め
て

壁
沿
い
に
固
定
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
照

明
は
明
る
い
も
の
に
変
え
、
夜
は
セ

ン
サ
ー
付
き
の
照
明
が
あ
る
と
便
利

で
す
。
ス
リ
ッ
パ
は
履
か
ず
、
踵
の

つ
い
て
い
る
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ
や
滑

り
止
め
付
の
靴
下
を
履
く
こ
と
で
転

倒
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
歩
く
の
が

心
配
な
方
は
、
自
宅
の
中
で
も
杖
や

歩
行
器
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で

あ
れ
ば
、
助
成
を
受
け
な
が
ら
歩
行

器
や
手
す
り
の
レ
ン
タ
ル
が
で
き
、

住
宅
改
修
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

慣
れ
た
環
境
で
は
つ
い
油
断
し
が

ち
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
整
理
整

頓
、
そ
し
て

危
険
な
箇
所

が
な
い
か
確

認
し
介
護
保

険
な
ど
の
制

度
を
う
ま
く

使
い
な
が
ら

転
倒
予
防
に

努
め
ま
し
ょ

う
。

材
料（
２
人
分
）

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ　

 

１
／
２
束

卵　

 

１
個

水　

 

３
０
０
㏄

コ
ン
ソ
メ　

 

小
さ
じ
１
／
２

塩
コ
シ
ョ
ウ　

 

適
量

ご
ま
油　

 

小
さ
じ
１
／
２

の
り
、
白
ご
ま（
お
好
み
で
）

　

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で

「
王
様
の
野
菜
」
と
い
う
意
味
で
、

中
近
東
原
産
の
緑
黄
色
野
菜
で
す
。

砂
漠
地
帯
で
も
生
育
す
る
貴
重
な

野
菜
と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
で
は

５
千
年
以
上
前
か
ら
栽
培
さ
れ
、

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
も
好
ん
で
食
べ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
比
較

的
新
し
い
野
菜
で
す
が
、
栄
養
価

の
高
さ
か
ら
ま
た
た
く
間
に
全
国

に
普
及
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含

ま
れ
、
特
に
β-

カ
ロ
テ
ン
は
野

菜
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

β-

カ
ロ
テ
ン
は
体
内
で
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
に
変
換
さ
れ
目
の
健
康
を

保
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
抗
酸
化

作
用
も
あ
り
、
肌
の
老
化
や
生
活

習
慣
病
予
防

に
期
待
で
き

ま
す
。
他
に

も
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
、
Ｃ
、

Ｅ
、
Ｋ
、
食

作
り
方

① 

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
葉
を
取
っ
て
洗

い
、
２
分
く
ら
い
茹
で
て
か
ら

水
に
さ
ら
し
冷
ま
し
、
細
か
く

刻
み
ま
す
。

② 

鍋
に
水
を
入
れ
沸
騰
し
た
ら
、

コ
ン
ソ
メ
と
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
入

れ
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
調
え

ま
す
。

③ 

溶
き
卵
を
ま
わ
し
入
れ
、
ご
ま

油
を
加
え
て
火
を
止
め
ま
す
。

④ 

お
好
み
で
の
り
や
白
ご
ま
を
入

れ
て
出
来
上
が
り
。

物
繊
維
、
カ
リ
ウ
ム
、
鉄
、
カ
ル

シ
ウ
ム
も
含
ま
れ
る
優
秀
な
野
菜

で
す
。
た
だ
し
、
種
は
毒
な
の
で
、

家
庭
菜
園
な
ど
で
収
穫
す
る
際
は
、

混
入
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
ス
ー
プ
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子

転
倒
予
防
に
つ
い
て

理
学
療
法
士　

村
上　
克
徳
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　温度や湿度が高い中で汗などをかき、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れ、体温
調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどい時はけいれんや意識障害などを起
こす症状のことです。家の中でじっとしていても熱中症になる場合がありますので注意しましょう。
　救急車を呼んで、一刻も早く病院へ行く必要のある状態や症状についても、消防庁による下記リー
フレットで紹介していますので、参考にしてください。当てはまる場合はすぐに119番しましょう。

※�消防庁が作成した全国版救急受診アプリ「Q助」や「救急車利用リーフレット」も合わせて
ご覧ください。

　（下記のQRコードをスマートフォンなどで読み取ることで、簡単に接続できます）

※環境省『熱中症予防×コロナ感染防止で｢新しい生活様式｣を健康に！』から一部抜粋
※出典：消防庁ホームページ（https://www.fdma.go.jp）

救急車利用リーフレットＱ助サイト

熱中症とは

熱
中
症
予
防
×
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
で

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
健
康
的
に
！
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